
令和元年度市原市市民公益活動支援補助事業成果報告 

 

      市原市社会福祉協議会ボランティアグループ 

                      「鎌倉街道を歩く会」 

１ 活動の目的 

           鎌倉街道を歩く会結成時のスローガン 

鎌倉街道上総路は、文化庁指定「歴史の道百選」に千葉県で唯一選ばれている。しかし、その存在

についてあまり地域に知られていない。この貴重な文化財について広く地域に紹介し、文化財の保

護につなげたい。 

「鎌倉街道を歩く会」三つの活動主体 

①「学校教育との連携」を図る。  校外学習の講師や歴史をテーマとした講演会の実施。 

②「社会教育との連携」を図る。  市原市内の公民館主催事業の講演会や講師を担当する。 

③「生涯教育の場の提供」を図る。 市民大学講座などの協力と支援。 

 

２ 具体的な活動内容 

①「学校教育との連携」…姉崎高校生による示道標の作成と姉崎文化財マップ作成、示道標の設置

を展開（資料１）している。これは本会会員でもある同校の石川教諭による高校生の社会参画を目

的とした活動の一環で、市原市内（姉崎周辺）の文化財を「歴史の旅マップ」として紹介。通学路

周辺の飲食店店頭や姉崎公民館で配布している。 

 

 

②「社会教育との連携」…活動機会が年々増加している。令和元年度は以下のとおりで、１０回の

公民館主催講座（資料２）を担当した。 

   有秋公民館 『有秋散歩』 4回 

   加茂公民館 『加茂の自然史』 2回 

   八幡公民館 『歴史講演会』 2回 

   千種コミュニティセンター 『千種の歴史講演会』 2回  2/29は新型コロナの影響で延期 

 

資料１ 「シティライフ ２０２０年４月４日市原版」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「生涯教育の場の提供」…市民大学講座 『歴史文化リエゾンコース』（市民学芸員養成講座）の 

文化財マップ作成講座は本会代表の小関が講師を務め、鎌倉街道をテーマとしてフィ―ルドワーク

を実施（資料３）した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２「鎌倉街道を歩く会」の公民館活動 千種コミュニティだより抜粋 

資料３ 市民大学の鎌倉街道のフィールドワーク 二子塚古墳 2019/06/29  



３ 活動の成果（公益活動支援補助事業の支援の成果） 

今回の公益活動支援補助事業の最大の成果は、研究誌『鎌倉街道を歩く・見る・学ぶ』を２０２０

年３月１０日に発行（資料４）できたことである。本会の１０年間の活動記録をまとめ、市民が郷土

に親しめる内容であること、学校においては郷土史の教材と成り得る内容を盛り込んだ。        

市内の小中学校及び公民館・図書館等に約１００部を年度末までに寄贈することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料４ 『鎌倉街道を歩く・見る・学ぶ』・A4判 127頁 定価 2,500円+税 ISBN978-4-600-00361-6 



４ 補助金の使途（明細） 補助金の使途は以下とおり。 

             製作費 ４８７、０００円  

             補助金 ３００、０００円 

             不足分 １８７、０００円（団体会計より支出） 

 

５ 活動総括（今後の活動計画や事業展望） 

【令和二年度】 

 ① 刊行された研究誌の寄贈・配布 ３～４月 

 ② 公益活動支援補助事業の結果報告 ４月 

③ 公民館・コミュニティセンターの主催事業、市民大学などの活動 ４月～３月  

新型コロナ・ウイルスの感染拡大の影響が危惧される。 

【新たな展開】 

京葉銀行広報誌の発行（資料５）があげられる。千葉の魅力を県内外にアピールするシリーズ

で、市原市では歴史の百選に選ばれている「鎌倉街道上総路」が取り上げられ、取材と資料提供に

協力した。 

その他、地域町会行事との連携、市外からの講座・講演・フィールドワーク等の依頼等があり、

活動範囲は拡大傾向にある。 

 

資料５ 京葉銀行発行「日本百選 ofちば」市原市 鎌倉街道上総路 


